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研究成果の概要（和文）：本研究では，熟練者の五官や経験により評価されている天然物や生薬を対象とし，五
官鑑別と品質との関係を科学的に見出すとともに，誰にでも品質を評価できる客観的な評価法の確立を試みた．
五官鑑別により品質評価されている天然物としては沈香を，経験により使い分けられている天然物としてはロー
ズマリー抽出物とシソ抽出物を対象とし，GC/MS，LC/MSおよび分光蛍光光度計により分析を行った．分析の結
果、それぞれの品質評価に寄与していると思われる成分を見いだした。

研究成果の概要（英文）：In order to establish objective evaluation methods for natural products 
qualified by experts using their five sensory organs and experiences, relationships between results 
of quality evaluation by experts and analytical results by instruments were investigated. In this 
study, jinko was selected as a natural product which is qualified by experts using their five 
sensory organs, and rosemary extract and perilla extract were selected as natural products which is 
used properly according to experiences. Analysis of GC/MS, LC/MS and spectrofluorometer revealed 
some components that are thought to contribute to differences of their quality.

研究分野：天然物化学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
天然物の中には、時代や環境の変化とともに高品質の天然物の入手が困難になったり熟練者の数の減少により評
価が困難になったりするものも少なくない。このような天然物について科学的な分析を行い、成分組成の情報を
蓄積すること、および、五官・経験による品質評価との関連を調査することは学術的に意義がある。また、今回
調査した天然物には食品添加物等として摂取するものも含まれており、人々の健康を守るという観点から規格化
の必要があるが、本成果はその根拠データにもなり得るものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現代でも多くの天然物や生薬の品質が，熟練者の五官によって鑑別されているが，五官鑑別は
主観的なうえ数値化も困難なため，その評価基準は科学的に曖昧である．また，試料の温度変化
などによって生成する香りや味を鑑別対象とする天然物は，鑑別に時間を要するうえ試料を消
費してしまう．天然物を原料とした生薬や食品添加物は，その安全性や有効性などの品質が人々
の健康に影響するため，科学的データを元に規格化する必要があるが，「熟練者による五官鑑別」
などの経験による品質評価法がその妨げとなる場合も少なくない． 
本研究では，誰にでも品質を評価できる客観的な評価法の確立を試みる．とくに，熟練者の五
官鑑別により品質評価された天然物に対し網羅的成分分析を行い，五官鑑別と品質との関係を
科学的に見出す．可能であれば，これを分光蛍光光度計による蛍光指紋データと紐付けすること
で，ロスのない，天然物の品質評価法を試みる． 
 
２．研究の目的 
五官鑑別により品質評価されている天然物・生薬をはじめ，経験により異なる品質のものと判
断されて使い分けられている天然物製品について，主に GC-MS や LC-MS による成分分析を行い，
評価された品質と成分の違いの紐付けを試みる．五官鑑別により品質評価されている天然物と
しては沈香を，経験により使い分けられている天然物としてはローズマリー抽出物とシソ抽出
物を対象とする．加熱により初めて香気成分を発する沈香については，非破壊での品質評価が可
能かを探索するため，分光蛍光光度計による蛍光指紋測定も試みる． 
 
３．研究の方法 
(1) 沈香 
薬用沈香 2種（薬用 a, b），聞香用沈香 2種（聞香用 a, b）及び沈香の偽物（木材に香料を染
ませて沈香ににせたもの）1種をサンプルとした． 
GC-MS および LC-MS 測定：低分子揮発性成分を確認するため，サンプルをジエチルエーテルに
て抽出し試料溶液とし，GC-MS で測定した．また，加熱により構造が変化し芳香を発すると考え
られる成分を確認するため，サンプルをメタノールで抽出し試料溶液とし，LC-MS で測定した．
抽出にあたり、板状のサンプルは剪定ばさみで細断した．得られたデータについて主成分分析を
行った． 
蛍光指紋測定：粉末にしたサンプルを，粉末用セル（より少量のサンプルは石英板 2 枚で挟
む）に入れ，非破壊での蛍光指紋を測定した．あわせて，サンプルのメタノール抽出液について
も蛍光指紋を測定した． 
(2) ローズマリー抽出物 
「ローズマリー抽出物」市場品 8 製品（3 製品は非水溶性，3 製品は水溶性，2 製品は表記な
し）について，LC-MS および GC-MS にて分析を行い，含有成分を推定した． 
(3) シソ抽出物 
「シソ抽出物」市場品 1製品 2ロットおよび，同じくシソを基原とし使用用途の異なる「シソ
色素」1製品について，LC-MS および GC-MS にて分析を行い，含有成分を比較した．また，ソヨ
ウ（シソを乾燥した生薬）を原料とし，含水アルコール，アセトン，ヘキサンなどの様々な溶媒
でシソ抽出物を再現し，その成分分析も行った． 
 
４．研究成果 
(1) 沈香 
沈香は，加熱により芳香を発する天然物であり，その品
質は発せられた芳香を熟練者が五官により鑑別すること
により評価されている．低分子揮発性成分と加熱により構
造が変化し芳香を発すると考えられる成分の検出のため，
GC-MS および LC-MS にて成分分析を行い，得られたデータ
について主成分分析を実施したところ，沈香とその偽物は
明らかに異なるグループとして分けられた（図 1）．沈香グ
ループへの寄与が大きい化合物の中には，加熱により構造
が変化し芳香が発せられると考えられているクロモン類
と推定される精密質量をもつもの（m/z 297.113,Ｃ18Ｈ16Ｏ
4など）も存在した．また，沈香で報告されている低分子揮
発性成分も良好に分離・検出された． 
一方，蛍光分光光度計にて同サンプルの直接測定を試み
たところ，蛍光指紋の検出はできたもののシグナル強度が
低かった（図 2）．サンプルの溶媒抽出試料を測定したところよりはっきりとした蛍光指紋が得
られたが（図 2），現状では蛍光指紋で得られるデータからは，今回用いたサンプルの品質を判
別することは困難であった． 
以上より，LC-MS などでの判別は可能であるが，蛍光分光光度計による非破壊での品質評価は
現状では困難であると思われた． 
 

図1 沈香サンプル4種の主成分結果 



 
(2) ローズマリー抽出物 
「ローズマリー抽出物」はローズマリーから抽出された天然物由来の既存添加物であり，溶解
性の異なる 2種の製品（非水溶性，水溶性）が市場に流通している．これらについて GC-MS およ
び LC-MS 分析を行ったところ，非水溶性品はカルノシン酸などを主成分とし，ローズマリーに特
徴的な精油成分を多く含んでいた．一方，水溶性品はロスマリン酸が主成分として検出されたが，
精油成分は検出されなかった．同一種を基原とした同一名称物でも，成分組成が大きく異なる場
合があり，成分の特徴を把握することが天然物製品の品質確保に重要であることが示唆された． 
 
(3) シソ抽出物 
「シソ抽出物」はシソから抽出された天然物由来の既存添加物であり，製造用剤として用いら
れている．同じシソを原料とする添加物として「シソ色素」も使用されており用途が異なるが，
どちらも明確な成分規格がない．両製品について GC-MS および LC-MS 分析を行ったところ，シソ
抽出物，シソ色素ともに，赤じそで報告のあるアントシアニン類やロスマリン酸が検出された．
揮発性成分として，シソ抽出物からは，ベンズアルデヒド，リモネン，trans－シソオールなど
シソに含まれていると報告されている成分が検出されたが，主成分と考えられていたペリルア
ルデヒドは検出されなかった．シソ色素では，シソ抽出物と比較して香りに寄与するような成分
の検出数は少なかった．また，得られた揮発性成分のデータから，今回調査したシソ抽出物とシ
ソ色素とでは，製造方法の違いのほか，用いたシソの精油成分のタイプ（ケモタイプ）が異なる
可能性も示唆された． 
一方，ペリルアルデヒドを含んでいることが明らかなソヨウを原料として，様々な溶媒で抽出
したシソ抽出物を再現したところ，溶媒を変えることによりアントシアニン類やロスマリン酸
の増減はあったものの，どの抽出物からもペリルアルデヒドが検出された． 
以上の結果より，同一の基原種を用いて製造したと考えていても，もとの基原種に成分組成の
違いが大きくある場合，その品質は異なる可能性が示唆された． 

図2 沈香サンプルの蛍光指紋測定結果 
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